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１ 

令和７年春季火災予防運動 一日消防署長 

【 記念撮影 】 

【 就任式 】 

【 通常点検 】 

【 煙体験訓練 】 

令和７年３月５日（水）春季火災予防運動の一環として、住民の皆様の
防火意識向上を目的に、学校法人やました学園 ふじ幼稚園 小林舞子先
生をお迎えし「一日消防署長」を開催しました。小林先生には消防署での
業務のほか、ふじ幼稚園で園児たちと一緒に防災〇×クイズや煙体験、放
水訓練見学など、火災予防の啓発、広報活動にご協力いただきました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

各種ポスターと標語の紹介 

・２０２５年度防火ポスター 

２０２５年度全国統一防火標語  

「急ぐ日も 足止め火を止め 準備よし」 

この標語は、応募総数１１，４７２作品の中から選ばれ、どんなに多忙
な時代になっても、火の始末こそ決して欠かすことのない日常のルーティ
ンに加えてほしいという願いが込められており、２０２５年度の住宅防火
対策等、防火意識普及啓発に活用されます。今年度のイメージキャラクタ
ーはタレントの田畑志真さんです。 
 

・令和７年度危険物安全週間推進ポスター 

 令和７年度危険物安全週間推進標語 

 「危険物 無事故へ挑む ゴング鳴る」 

令和７年度は６月８日 （日）から６月 14日（土）までを「危険物安全
週間」とし、危険物の保安に対する意識の高揚及び啓発を全国的に推進し
ています。この「危険物安全週間」を推進し、危険物事故の防止と危険物
の貯蔵・取扱い の安全を呼びかけます。今年度のイメージキャラクターは
プロボクサーの井上尚弥さんです。 

 

２０２５年度防火ポスター 令和７年度危険物安全週間推進ポスター 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

火災に備えて！ 

 火災はいつ、どこで発生するか分かりません。火災を発見したらどのよう
に行動したら良いのでしょう。「通報」それから「初期消火」「避難」の順
番で行動するのが原則です。 ただ状況によって優先順位は異なりますので、
逃げ遅れないように、あわてず冷静な判断を心がけましょう。 

 このページでは消火器の取り扱い方法や奏功事例、事故事例等について紹
介します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

あぶくま消防本部 予防課 
宮城県岩沼市末広一丁目６番３２号 
TEL：０２２３-２２-５１９１ 
FAX：０２２３-２２-５５４７ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんな分かるかな？ 防災クイズ！（問題編） 

５ 

【問 １】 

 建物の中で火災が発生し煙が出ています。煙について正しいのはどれでし
ょう。 

 

 

【問 ２】 

 火災が発生し倒れている人を見つけた時の行動で、誤っているのはどれで
しょう。 

【問 ３】 

 電気器具を取り扱う時の注意点で誤っているのはどれでしょう。 

【問 ４】 

 建物火災による死者数の約何％が住宅火災で発生しているでしょうか。 

１、少しくらいなら煙を吸っても大丈夫。 

 

 
２、床に近い部分は、綺麗な空気が残っている。 

 

 
３、視界が悪いため、急いで走って避難する。 

 

 

１、動かすと怪我が悪化する可能性があるので、その場で手当てをする。 

 

 
２、まずは自分が避難して、消防署に１１９通報する。 

 

 
３、大きな声で助けを呼ぶ。 

 

 

１、コードの上に重いものを乗せると、ショートして危険である。 

 

 
２、コンセントの周りは、こまめに掃除をする。 

 

 
３、タコ足配線をしても、火災の原因にはならない。 

 

 

１、３０％ 

 

 
２、６０％ 

 

 
３、９０％ 

 

 
正解は次のページへ！ 

この問題は 

難しいなぁ！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

【問 １】 答え ２ 

【問 ２】 答え １ 

【問 ３】 答え ３ 

【問 ４】 答え ３ 

火災で発生した煙には一酸化炭素という無色無臭の成分が含まれており、
吸ってしまうと意識障害等の症状が現れます。 
 煙は天井付近に溜まるため、床に近い低い部分には綺麗な空気が残ってい
ます。 
 避難するときは姿勢を低くし、ハンカチ等で口を塞ぎながら避難しましょ
う。また、煙は上方向に毎秒約３～５ｍ、横方向に毎秒約０．５ｍ進むと言
われています。 

火災現場に留まることは危険なため、まずは安全な場所に運び出すことが
重要です。自分一人で運べない場合は、大きな声で周囲の人に助けを求めま
しょう。 
 ただし、自分が逃げ遅れてしまう可能性がある場合は、まずは自分が安全
な場所まで避難してから１１９通報しましょう。通報したときに、どこに人
が倒れているかも伝えておきましょう。 
 倒れている人を発見したらまずは周囲の安全確認を行いましょう。 

 

 コードの上に重いものを乗せると、コードの中の電線が断線することがあ
り、ショートして火災になることがあります。 
 コンセントと電気プラグの間にホコリが溜まり、湿気が加わるとそれが導
線となり電気が流れることをトラッキング現象といいます。火災の原因にな
りますので、こまめに掃除を行いましょう。 
 電子レンジやドライヤー等の消費電力が高い電化製品を同時に使用するこ
とで、テーブルタップのタコ足配線に過電流が流れ、発熱し、火災が発生す
ることがありますので、電化製品の同時使用には気をつけましょう。 

 建物火災による死亡者のうち住宅火災による死亡者の割合は９３．９％に
なります。ほとんどの死亡者が住宅火災によるものと言えます。このことか
ら、住宅の防火対策がいかに大切なことかお分かりになれるかと思います。    
 また、住宅火災における死者のうち６５歳以上の高齢者の割合は７４．５ 
％で、過半数を占めています。（令和６年版 消防白書） 

みんな分かるかな？ 防災クイズ！（回答編） 


